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TEL052-265-5158/FAX052-446-6025TEL052-265-5158/FAX052-446-6025

全席自由全席自由 一般一般 5,000円5,000円 学生学生 1,000円1,000円
（当日各1,000円増）

伝統の夕べin  大須
本 願 寺 薪 能

５月１６日  (開場17:00)

開演17:30(土)
令和
８年

Mail info@hisadakan-oh.com
公式ラインからも簡単にお申込み頂けます。右のQRコードよりお友だち追加の上、「本願寺
薪能チケット」とメッセージを送信してください。

Mail info@hisadakan-oh.com
公式ラインからも簡単にお申込み頂けます。右のQRコードよりお友だち追加の上、「本願寺
薪能チケット」とメッセージを送信してください。

親鸞聖人降誕会祝賀能
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TEL052-265-5158

お問合せ/お申込み
お申込みは下部の申込用紙に必要事項をご記入の上、
FAX(052-446-6025)へご送信下さい。またはお電
話、メール、HPも取り扱っております。

一般 5,000円
（当日各1,000円増）

全席自由ご鑑賞

学生 1,000円（25歳未満）

ホームページからのお申込みは右のQRコードからお願い
致します。

お申込み用紙 送信先　FAX 052(446)6025
チケットが届きましたら、お振込みをお願い申し上げます。尚、振込手数料はご負担をお願い申し上げます。
メール info@hisadakan-oh.com　でもご注文承ります。

ご予約お名前　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿様　

席種　　　一般　　・　　学生　_____________名様　　合計　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿円

ご住所　〒＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

お電話番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿メール＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　

戦争への危機感やいのちの軽視、倫理観の
⽋如などに伴う出来事が相次ぐ現代社会に
あって、私たち⼀⼈ひとりが⾃⼰中⼼のこ
ころを反省して、�同じいのちを⽣きている
相⼿の存在に気づくことが求められていま
す。
自分一人を善として、相手を排除する考え
⽅に真の安らぎはありません。
善と悪に固執する偏見を破り、対立の構図
を解消できるのは仏の智慧だけでありま
す。聖⼈は、仏法がひろまり、世のなかが
安穏であることを願われました。

お席に限りがございますのでお早目のお申込みをお待ち
して居ります。
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都の者が、春になったので吉野の桜を見よ
うと出かけると、⾒事な桜の景⾊が広がっ
ていました。そこに⼀⼈の⾼貴な姿の⼥性
が現れます。都の男と共に花を眺めるので
すが、�不思議な⼥性は実は天⼈で、「古の
五節の舞（ごせつのまい）をお⾒せしまし
ょう。」と⾔い残して姿を消しました。�や
がて夜なるとそこへ天⼈が現われ、桜の花
に戯れ、舞を舞いますが、花の雲に乗って
何処かへ消え去っていきました。�⼩書の
「天⼈揃」では、後半になると⼥性が天⼥
へと姿を変え、ツレの天⼥を引き連れて舞
う、華やかな演出となります。

吉野天人あらすじ
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